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下記について一部誤りがありましたので訂正いたします・
　　　　　　　　　　55（3）：324”v333，　1997
胃癌局所リンパ球浸潤における化学療法剤UFT
　　および免疫療法剤レンチナン併用の影響
吉田 肇 瀧澤千晶　三坂亮一
　　　　東京医科大学第4内科学教室
　　　　（指導：斉藤利彦主任教授）
川口 実
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332頁右列上から8行目正：癌細胞側から
誤：癌細胞癌から
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